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GUIDE STAGE武蔵野カルチャーガイド

豪華ゲストあり！若手ダンサーたちが贈る、珠玉の 3 作品！

第 39 回武蔵野シティバレエ定期公演
2026年11月15日（日）午後3時開演（2時15分開場）�
武蔵野市民文化会館 大ホール

日本を代表するバレエカンパニー・東京バレエ団で活躍する秋
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瑛
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が出演する『パキータ』（第2幕より）、世界的ダンサー・振付家である故・深
ふか

川
がわ

秀
ひで

夫
お

の独特のセンスが光る『グノー組曲』、クラシックの動きを基にしたコンテンポ

ラリーバレエ『Coller（コレ）』の3作品を上演！プロのバレエ団で活躍するダンサー

とオーディションに合格した将来有望なダンサーたちが半年かけて作り上げる舞台！

【チケット発売中】 料金（全席指定） S席：4000円（友の会3600円）　

A席：3000円（友の会2700円）　B席：1000円（友の会900円）　※3歳以下入場不可

武蔵野市民文化会館

Instagram公演情報サイト

〒180-0006 武蔵野市中町3-9-11

X（旧ツイッター）WEBサイト

※�出演者、内容はやむを得ず変更となることがあります。最新
の公演情報については事業団WEBサイトをご覧ください。

※�武蔵野市民文化会館、吉祥寺美術館、吉祥寺シアターなどの
文化施設は（公財）武蔵野文化生涯学習事業団が管理、運営
しています。

【チケットのお申し込み】

0422-54-2011Ｔ
Ｅ
Ｌ

■インターネットからも申し込みできます。
■電話、窓口予約の場合、アルテ友の会に同時
入会可能です（年会費1000円）。インターネッ
ト予約では同時入会できません。

【チケット取り扱い窓口】武蔵野市民文化会館／吉祥寺シ
アター／武蔵野プレイス

大スクリーンでの映画上映×フルオーケストラの生演奏！
武蔵境自動車教習所 特別協賛 ハロウィンコンサート 

「映画 えんとつ町のプペル ～約束の時計台～」 
シネマ・シンフォニー
2026年10月31日（土）午後6時30分開演（5時30分開場）�
武蔵野市民文化会館 大ホール

【チケット発売中】 料金（全席指定） S席：大人9800円／中学生以下6800円

A席：大人7800円／中学生以下5800円　B席：3000円
※3歳以下入場不可　※友の会会員はすべて1割引

大ヒットとなった『映画 えんとつ町のプペル』（2020年）の待望の新作、『映画 えんとつ町のプペル 〜約束の時計台〜』

（2026年）をフルスクリーンで鑑賞！ただの映画上映ではありません。なんと劇伴は群馬交響楽団によるフルオーケス

トラの生演奏！ハロウィーンの夜、この上なくぜいたくな鑑賞体験をあなたに！

【出演】群馬交響楽団、横山奏（指揮）　【ゲスト】ロザリーナ（歌唱）、廣田裕介（映画監督）、西野亮廣（映画製作総指揮・原作・脚本）

※午後２時30分からゲネプロ（公開リハーサル）あり。チケット詳細は事業団WEBサイト参照
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吉祥寺駅

吉祥寺美術館

開館時間	 午前10時～午後7時30分
休館日	 毎月最終水曜日（祝日の場合は翌日）

	 年末年始、展示替えおよび特別整理期間

入館料	 一般300円／中高生100円

	 （小学生以下・65歳以上・障害者は無料）

交通案内	 JR・京王井の頭線「吉祥寺駅」下車  北口から徒歩3分 フェイスブック

WEBサイト X（旧ツイッター）

〒180-0004
武蔵野市吉祥寺本町1-8-16
FFビル（コピス吉祥寺Ａ館）7階
TEL：0422-22-0385

MUSASHINO  CULTUREART
谷口智則展 黒い森を抜けて
―はいいろのぼくとオレンジのあいつ―

　『100にんのサンタクロース』（文溪堂／2013年）で知られる、

谷
たに

口
ぐち

智
とも

則
のり

。世界中の子どもたちに夢や希望をもたらすサンタの

存在が、絵本作家に似ているのではないか…。そんな想
おも

いから

描き始めたサンタシリーズは、累計47万部を超え、たくさん

の子どもたちに愛され続けています。自身の生まれ故郷である

大阪府四
しじょう

條畷
なわて

市内に、絵本に登場するサンタクロースをモデ

ルにしたオブジェ100体を設置する「100にんのサンタクロー

ス・プロジェクト」を企画したのも、故郷を活性化させ、笑顔

に満ちた街にしたいという願いから始まりました。

　本展に合わせて谷口は、新作絵本『はいいろのぼくとオレン

ジのあいつ』（文溪堂／2026年）を制作。黒地にアクリルガッ

シュを使う従来の手法をベースに、今回は和紙に描くことに挑

戦。墨を黒く塗り重ねた画面は、武蔵野をイメージした深く沈

んだ景色を映し出し、孤独なオオカミを主人公に、キツネとの

友情の物語が紡がれていきます。ひとりからふたりへ。色数を

抑えた、はいいろとオレンジの世界が来館者を“黒い森”へと

静かにいざないます。 

　なお、会期中、キツネ側からの視点で描かれた物語『オレン

ジのぼくとはいいろのあいつ』の描き下ろしスケッチ本をセッ

トにした、新作絵本の特装版（文溪堂／2026年）を美術館で

販売。本展は新作2作の原画全点を中心に、約180点に及ぶ絵

本原画で構成。また、美術館ロビーでは、サンタクロースのオ

ブジェがお出迎え。さぁ、“黒い森”を抜けて光さす方へ。絵

本の登場人物たちが皆さんをご案内します。 

休館日｜9月30日（水）、10月28日（水） 
主　催｜武蔵野市立吉祥寺美術館 〈（公財）武蔵野文化生涯学習事業団〉 
協　力｜文溪堂、あかね書房、アリス館

2026年9月19日（土）～ 11月3日（火・祝）

《黒い森を抜けて》2026年

『はいいろのぼくとオレンジのあいつ』（文溪堂／2026年） 

『100にんのサンタクロース』（文溪堂／2013年） 




